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七

神
戸
海
洋
博
物
館
「
海
洋
文
化
の
展
示
」
に
つ
い
て

邢
　
　
　
継
萱

は
じ
め
に

　

博
物
館
は
、
文
化
展
示
に
関
す
る
場
所
と
し
て
、
大
衆
に
過
去
の
歴
史
を
語
り
、

入
館
者
が
展
示
場
を
回
遊
す
る
と
、
人
類
の
営
み
の
似
て
い
る
と
こ
ろ
、
違
う
と
こ

ろ
が
見
え
、
過
去
の
歴
史
的
沿
革
や
生
活
情
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
歴
史
認
識
を
紹
介
す
る
た
め
、
博
物
館
展
示
に
は
地
域
活
動
と

博
物
館
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
近
年
、
博
物
館
に
つ
い
て
の
研
究
は

益
々
重
視
さ
れ
て
、
博
物
館
に
関
す
る
研
究
内
容
は
、
収
集
、
研
究
、
教
育
、
展
示

な
ど
の
博
物
館
学
の
基
本
的
な
要
素
の
み
な
ら
ず
、
博
物
館
学
以
外
の
分
野
や
学
科

に
ま
で
関
連
す
る
。
社
会
教
育
の
場
所
と
見
ら
れ
る
博
物
館
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

一
般
大
衆
に
伝
え
る
か
が
博
物
館
展
示
の
出
発
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
文
化
と
一
般
大

衆
を
繋
げ
て
い
く
博
物
館
の
価
値
と
思
わ
れ
る
。
世
界
の
諸
民
族
の
社
会
と
文
化
活

動
に
関
わ
る
正
確
な
情
報
と
文
物
を
選
別
し
、
ま
た
、
学
術
研
究
の
成
果
に
基
づ
き

つ
つ
、
興
味
深
い
展
示
を
提
供
す
る
博
物
館
は
、「
文
化
」
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を

具
象
化
す
る
展
示
を
通
じ
て
、
入
館
者
に
「
文
化
」
を
広
く
体
験
さ
せ
る
。
神
戸
海

洋
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
海
洋
文
化
の
内
容
は
、
海
に
関
わ
る
人
間
活
動
で
あ

る
。
海
洋
文
化
と
は
「
海
」
の
地
表
空
間
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
現
象
を
指

し
、「
海
」
に
関
す
る
日
常
生
活
、
産
業
経
済
貿
易
、
科
学
技
術
発
明
、
人
口
移
動
、

社
会
組
織
、
行
政
機
関
、
文
教
活
動
、
文
学
芸
術
、
意
識
信
念
な
ど
の
人
間
活
動
が

含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
「
海
洋
文
化
」
に
は
、
海
洋
に
関

連
す
る
空
間
生
態
、
人
間
と
地
域
関
係
、
社
会
文
化
、
文
化
現
象
、
歴
史
的
経
験
な

ど
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
発
展
し
た
文
化
理
論
も
含
ま
れ
て
い
る
。

神
戸
海
洋
博
物
館
展
示
に
つ
い
て

　

海
、
船
、
港
の
歴
史
と
未
来
を
体
験
で
き
る
博
物
館
で
あ
る
神
戸
海
洋
博
物
館
の

図 1．神戸海洋博物館の外観

外
観
は
、
船
の
よ
う
な

形
を
し
た
大
き
な
白
い

屋
根
を
持
つ
帆
船
や
海

の
波
を
特
徴
と
す
る

（
図
1
）。
神
戸
海
洋
博

物
館
は
「
海
か
ら
港
か

ら
神
戸
が
始
ま
り
、
未

来
に
船
出
す
る
。」
を
当

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
、

「
神
戸
開
港
一
二
〇
年

記
念
事
業
」
の
一
環
と

し
て
一
九
八
七
（
昭
和

六
十
二
）
年
に
開
館
さ

れ
た
。
館
の
前
身
は
一

九
六
三
年
に
神
戸
港
湾



一
六
八

振
興
協
会
が
運
営
す
る
中
突
堤
船
客
待
合
所
ビ
ル
内
に
設
置
さ
れ
た
兵
庫
県
登
録
の

第
一
号
博
物
館
で
あ
る
神
戸
国
際
港
湾
博
物
館
で
あ
っ
た①
。
こ
の
団
体
は
一
般
の
社

団
法
人
で
、
神
戸
港
の
振
興
策
を
推
進
し
、
神
戸
港
の
発
展
を
促
進
す
る
神
戸
港
湾

振
興
協
会
が
運
営
す
る
。

　

神
戸
は
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
の
歴
史
が
あ
り
、
博
物
館
に
は
船
や
港
湾
の
構
造
、

役
割
、
先
端
技
術
、
船
舶
の
歴
史
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
阪
神
淡
路
大

震
災
」
に
よ
り
倒
壊
し
た
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
一
部
を
「
神
戸
港
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
」
と
し
て
保
存
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
年
）
以
降
、
神
戸
港
と
共
同
開
発
し
た
川
崎
重

工
業
の
企
業
博
物
館
「
カ
ワ
サ
キ
ワ
ー
ル
ド
」
も
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

⑴　

入
り
口

　

博
物
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
を
見
回
す
と
人
目
を
引
く
の
は
、
一
八
一
六
年
一
月
一
日

に
神
戸
港
開
港
の
た
め
に
礼
砲
を
放
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
大
型
帆
船
ロ
ド
ニ
ー
一
号
の

模
型
（
全
長
十
二
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
壁
面
を
見
回
す
と
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
各
種
の
船
を
浮
き
彫
り
細
工
で
作
っ
て
い
る
。（
図
2
）。

　

⑵　

一
階
の
展
示
室

　

静
態
的
な
展
示
方
式
で
船
模
型
を
展
覧
す
る
一
階
の
展
示
室
に
は
、
帆
船
や
貨
物

船
の
模
型
、
船
首
の
像
、
海
上
保
安
庁
が
使
用
す
る
灯
台
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
、
江
戸

時
代
の
貨
物
船
、
イ
タ
リ
ア
の
ガ
ン
ド
ラ
な
ど
、
日
本
国
内
外
に
拘
わ
ら
ず
、
古
代

か
ら
現
代
ま
で
の
様
々
な
船
に
関
わ
る
展
示
品
を
揃
え
て
い
る
。

　

船
の
名
前
、
型
式
、
ト
ン
数
、
長
幅
、
船
種
、
建
造
地
、
年
代
を
含
む
詳
細
な
説

明
札
を
付
け
て
い
る
船
が
あ
る
が
、
一
部
分
の
船
の
説
明
札
で
は
単
に
船
の
名
前
を

書
い
て
い
る
だ
け
で
、
一
般
人
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
解
説
は
簡
単
す
ぎ
て
、
疑
問

が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
展
示
室
に
は
世
界
各
地
の
友
好
港
、
都
市
関
連
に
関
す
る

紹
介
を
通
じ
て
、
神
戸
港
と
他
の
地
域
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。
一
階
の
奥
の
展
示
室

は
、
船
舶
の
構
造
や
仕
組
み
に
つ
い
て
画
像
や
模
型
を
通
じ
て
、
船
体
の
波
に
対
す

る
抵
抗
や
揺
れ
を
軽
減
す
る
装
置
、
船
頭
の
形
、
舶
用
推
進
装
置
か
ら
解
説
す
る
。

ま
た
、
こ
の
展
示
室
で
は
観
覧
者
に
船
舶
の
未
来
の
発
展
す
る
様
子
を
見
せ
る
た
め
、

未
来
の
船
舶
技
術
と
船
舶
の
構
造
を
構
想
図
で
呈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
展
示

場
に
は
、
神
戸
港
の
施
設
を
解
説
す
る
展
示
エ
リ
ア
も
設
置
さ
れ
て
い
る
、
日
本
人

の
み
な
ら
ず
、
外
国
の
観
客
も
神
戸
港
の
施
設
の
運
営
を
理
解
で
き
る
。

図 2．博物館入り口の玄関ホール



一
六
九

⑶　

カ
ワ
サ
キ
ワ
ー
ル
ド

　

一
階
の
別
館
の
カ
ワ
サ
キ
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
神
戸
で
創
業
し
、
一
世
紀
以
上
の
歴

史
を
持
つ
川
崎
重
工
の
製
作
品
が
企
業
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

川
崎
重
工
は
大
型
船
か
ら
新
幹
線
、
飛
行

機
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
幅
広
い
製
品

を
造
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
。
展
示

場
で
は
、
船
舶
の
建
造
や
舶
用
機
器
の
製

造
の
歴
史
を
通
じ
て
、
川
崎
重
工
に
よ
る

資
源
や
物
資
を
供
給
す
る
重
要
な
技
術
を

紹
介
し
な
が
ら
、
川
崎
重
工
の
歴
史
、
エ

ン
ジ
ン
の
発
展
、
企
業
製
品
を
展
示
し
て

い
る
。
観
客
は
陸
海
空
の
各
分
野
で
活
躍

す
る
技
術
を
把
握
し
て
い
る
川
崎
重
工
の

歴
史
と
未
来
の
展
示
か
ら
、
企
業
に
対
す

る
印
象
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
展
示
場
に
は
、
陸
海
空
の
各
分
野

を
テ
ー
マ
に
し
た
模
擬
装
置
を
用
い
て
い

る
。
例
え
ば
、
バ
イ
ク
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

は
、
実
車
に
乗
っ
て
サ
ー
キ
ッ
ト
約
四
分

を
走
行
す
る
。
ま
た
、
陸
・
海
・
空
の
各

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
ク
イ
ズ
と
ゲ
ー
ム
機
が

図 3．船首の形状展示図 4．未来の海上交通構想図

図 5．神户港の世界航路図図 6．カワサキワールドの工業展



一
七
〇

っ
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、
人
間
関
係
に
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
社
会
文
化
の
影
響

に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
科
学
技
術
と
歴
史
の
発
展
を
構
成
し
て
い
る
。
神

戸
海
洋
博
物
館
で
は
古
代
船
、
サ
ン
パ
ン
、
ヨ
ッ
ト
、
近
代
的
な
漁
船
、
客
船
、
貨

物
船
、
軍
艦
、
タ
ン
カ
ー
、
海
洋
観
測
船
な
ど
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本

の
船
舶
の
み
な
ら
ず
、
海
外
船
舶
の
導
入
の
一
部
紹
介
も
あ
り
、
展
示
内
容
は
非
常

に
豊
富
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
海
と
港
か
ら
神
戸
が
始
ま
り
、
未
来
に
船
が
出
る
」
と

い
う
博
物
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
川
崎
重
工
業
が
併
設
し
た
企
業

博
物
館
は
、
こ
の
博
物
館
の
特
別
な
部
分
と
し
て
、
川
崎
重
工
業
の
発
展
と
歴
史
か

ら
神
戸
港
の
進
歩
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
船
舶
技
術
に
加
え
、
エ
ン
ジ
ン
、

バ
イ
ク
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
な
ど
の
開
発
も
非
常
に
魅
力
的
な
展
示
で
あ
る
。
こ
れ
は

神
戸
海
洋
博
物
館
の
特
色
と
言
え
、
博
物
館
と
地
域
を
つ
な
げ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

歴
史
か
ら
技
術
ま
で
、
地
域
の
特
性
を
持
つ
博
物
館
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注①　

廣
岡
茂
裕
、
神
戸
海
洋
博
物
館
・
カ
ワ
サ
キ
ワ
ー
ル
ド
、
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
二
〇
一
八
、
五
三
巻
、
一
号
、
ｐ
・
八
三

－

八
五

あ
り
、
画
面
上
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
客
が
見
学
し
た
後
の
知
識
度

が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

二
階
の
展
示
室

神
戸
港
の
歴
史
と
現
状
を
解
説
す
る
二
階
の
展
示
室
は
、
テ
キ
ス
ト
と
画
像
を
通
じ

て
、
昔
か
ら
天
然
の
良
港
を
持
ち
、
瀬
戸
内
海
の
要
道
と
し
て
栄
え
た
神
戸
港
の
歴

史
を
展
示
し
て
い
る
。
船
舶
の
展
示
品
、
神
戸
港
の
建
物
の
立
体
模
型
、
歴
史
の
画

像
か
ら
変
化
が
続
く
神
戸
の
「
港
」
と
「
都
市
」
の
姿
を
観
客
に
呈
し
て
い
る
。
展

示
室
に
神
戸
港
地
区
の
景
観
を
再
現
す
る
機
械
が
あ
り
、
操
作
ボ
タ
ン
を
押
す
と
港

区
の
位
置
や
建
設
時
期
が
表
示
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

神
戸
海
洋
博
物
館
は
、
神
戸
港
の
地
方
的
特
色
を
示
し
、
神
戸
港
と
い
う
地
域
を

中
心
に
展
示
し
て
い
る
。
神
戸
に
関
わ
る
写
真
や
映
画
の
展
覧
を
通
し
て
、
歴
史
と

技
術
か
ら
神
戸
の
発
展
経
緯
を
図
解
し
て
い
る
。
展
示
内
容
は
神
戸
港
を
ベ
ー
ス
に

し
て
、
港
地
区
の
発
展
だ
け
で
は
な
く
、
神
戸
港
の
対
外
関
係
を
含
め
、
ス
ケ
ー
ル

に
基
づ
い
て
忠
実
に
再
現
し
た
建
築
模
型
を
通
じ
て
、
神
戸
港
に
お
け
る
現
地
開
発

の
順
序
が
見
ら
れ
る
。
世
界
的
な
角
度
か
ら
神
戸
港
と
世
界
の
関
係
を
把
握
し
、
神

戸
港
の
対
外
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の

展
示
の
重
点
は
船
で
あ
る
。
海
洋
文
化
の
展
示
に
関
し
て
は
、
船
舶
は
そ
れ
ら
に
影

響
を
与
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
商
人
が
舟
（
船
）
を
水
上
輸
送
の
交
通
機
関
と

し
て
利
用
し
、
人
々
の
移
動
の
際
に
も
船
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
交
通
手
段
で
あ


